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第 2表 数交雑の F2における緑色穂と賀穂の分離
黄 麦 x 緑色穂 黄穂 合計 X2* P 
Nigrinudum 428 132 560 0.6096 0.5-0'3 
Colsess 1 417 147 564 0.3404 0.7一心.5
Coast II 155 47 202 0.3236 0.7一心.5
メンシユアリー C-1 346 100 446 1.5815 0.5一心.2















の F2個体中から，これら3対立形質の少くとも 2つ仁ついて優性の型と 1つだけについて優性の型
とを任意的に全部で 139とり，各系統30個体ずつをガラス室長日下で栽培し，それらの F2個体
の遺伝子構成を調査した. しかしこの場合春播性 (shsh)のものは十分の種子が得られなかったの
で， F3試験lこ供することができなかった.なお，この F3世代で3劣性ホモ型 (yhsh hs)を得た
ので，これと普通穂で秋播性，葉鞘有毛の個体 (YhSh Hs)との Fl雑種に前者を戻し交雑し
た材料で F3試験の結果の追証を行った。 F3の結果は第4表仁，また戻し交雑の結果は第 5表仁
それぞれ示した.
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F3試験の結果では，YhとS!zとの聞に0.9%および 3.9%，また YhとHsとの聞に 10.6%
の組換価がそれぞれ見出され， これらの組換価に基づく期待数は観察数とよく一致した.ShとHs
第 3表 黄ム苧 (yhSh Hs) xメンジヱアリー C (Yh sh hs)の F2における葉輸の毛
(Hshs) ，穂色 (Yhyh)および春秋播性 (Shsh)の関係
記 号 F骨 表 現 型
項 目 計 x2 P 
Aa， Bb AB Ab aB ab 
観 察 数 Hshs， Yhyh (1)市 217 100 129 。446 
(2)市 387 212 190 3 792 。+2)市 604 312 319 3 1238 
期待数(独立分離) 696.4 232.1 232.1 77.4 1238 143.74 ごく小
期待数(組換価9.4%として) 621.7 306.8 306.8 2.7 1238 1.11 0.8-0.7 
観 察 数 Shsh， Yhyh (1)市 219 100 127 。446 
期待数(独立分離) 250.9 83.6 83.6 27.9 446 57.63 どく小
期待数(完全連鎖) 223.0 111.5 111.5 。446 3.41 0.2-0.1 
観 察 数 Shsh， Hshs (1)* 303 16 15 112 446 
期待数(独立分離) 250.9 83.6 83.6 27.9 446 375.72 ごく小
期待数(組換価6.8%として) 320.1 14.4 14.4 97.1 446 3.40 0.5-0.3 
* (1)は1954年ガラス室昼夜照明下の， (2) li 1956年戸外秋播の実験結果
第 4表 黄ム苧×メンジユアリー Cの F2中からとった，Sh， Yh，および Hs仁ついて
両優性あるいは単優性個体(春播性個体を除<)の Fs試験成績
F2表現型 項 日 日の遺伝子型市 計 x2 P 
SSyy Ssyy SSYy SsYy 
・4同・・・・e・・・‘'・ー..・・・‘・・ h・・.....................・‘・・・
観察数 。 1 1 110 112 
ShYh 
期待数 (0.9%) 。 1 1 110 112 。 1.∞ 
SSyy Ssyy 
.ー.・4・・・・・・・・・・唖・........・6・・・・・・・・・・・ a・・・量4・.6・e・・・
観察数 2 25 27 
Shyh 
期待数 (3.9%) 0.6 26.4 27 2.66 0.2-0.1 
SSHH SsHH SSHh SsHh 
-・・・・・・・岨・・・・・・・・・・・a・4陣・・・・・・・・・・・.......・・・・・・・..........
観察数 22 6 4 94 126 
ShHs 
期待数 (6.3%) 38.2 5.1 5.1 77.6 126 10.73 0.02-0.01 
HHyy Hhyy 
-・・司・・・・・........ー・・・‘・-.・・h・・・事・ 4・・・・・・・・・・4・‘...ー・..‘
観察数 5 22 27 
Hsyh 
期待数 (10.6%) 4.4 22.6 27 0.10 0.8-0.7 






第 5表 戻し交雑 (Fl(Yh Sh Hsxyh sh hs)xyh sh hs)の結果
記 号 各 表 現 型 の 数
計 -組換価
Aa， Bb AB Ab aB ab 
Hshs， Yhyh 216 21 19 231 487 0.0821 
Shsh， Yhyh 227 13 8 239 487 0.0431 













第 6表 F，. Fsおよび良し雑菌実験から得た組換価とその平均
試 料 組換価(p) 告知量(i) 個数体(系(n統)) 
F2 (相反) 0.09 1.0222 
Fs (yhHs) 0.106 20.8706 27 
戻 し雑額 0.082 13.2844 487 
F2 (相号1) 0.069 14.3124 
日 (ShHs) 0.063 21.3587 126 
戻し雑種 0.039 26.6816 487 
Fs (YhSh) 0.009 222.1587 
Fs (yhSh) 0.039 49.4323 27 










体が27ある. この yhホモの27個体のうち22は親の黄ムギと同じ遺伝子構成 yhyh Sh Sh Hs 
Ilsであった.そして残りの5個体は Shおよび Hs(こついてヘテロであった.
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いま yh=y;:Sh=S ~ Hs=Hという風にかきあらわすと，黄ムギは yHS，メツジユアリー Cは
Y h sであるから，この交雑の Flは次の3つの何れかであろう.
(1) (2) (3) 
y-lfS. ySH. SyH 
Y h. s ' -y-すTーすyll
そして，これら上下仁示された両親の染色体仁おいて第lの間隔および第2の間隔で単交叉が起
ったとするとき， y をふくむ染色体の遺伝子排列は第7表仁示すようになる. 何となれば3遺伝子
が (1)の排列順序 y-H-Sであったと仮定すると，その第1間隔すなわち yとHとの間，ま







































yh sh Hs 
」 2.0% 5.1% (6.7%) 


































この形質には 1~3 遺伝子が関与するようであるが， Karpechenkoおよび Ivanova(1932)は




第 8表 黄金麦との2交雑の Fz仁おける長穎毛と葉輸の毛との関係











567 0.0248 0.9--0.8 
588 0.0567 0.9--0.8 




















第9表仁よると， 葉華街の毛の有無は I-VI連鎖群の指示形質， すなわち条性 (Vv)，黒色
穎 (Bb)，皮裸性.(Nn)， 三叉をくKk)，糊粉層の色 (Blbl)，底刺の毛の長短 (Ss)や並
渦性 (UzU2')， 2種の白首 (A"a"とA.a.)の何れとも独立である.また第 10表は，黄穂も



















第 9表 賞ムギとの数交雑の Fョ仁おける葉鞘の毛の有無 Hshsと
種々の連鎖群標識遺伝子との独立分離
，.ムギ &聖 X x 連銀群 計 x2 P x Xx H竃 hs H竃 hs 
Nigrinudum Vv I 292 115 111 41 560 3.860 0.3-0.2 
1/ Bb E 315 117 89 38 559 4.078 0.3-0.2 
1/ Nn E 319 112 81 42 554 7.405 0.1-0.05 
Colsess 1 Kk詠 N 225 73 198 63 563 0.050 >0.99 
1/ Bl bl 1/ 304 115 119 24 562 6.603 0.1-0.05 
Nigrinudum Ss V 307 113 97 43 560 3.251 0.5-0.3 
Colsess 1 1/ 1/ 328 106 96 34 564 1.308 0.8-0.7 
Mensury C 1/ " 440 137 159 56 792 2.554 0.5-0.3 
Nigrinudum Uz川林 w. 267 107 137 49 560 2.778 0.5-0.3 
Colsess 1 1/ " 274 92 150 48 564 0.062 >0.99 
Mensury C " " 463 147 136 46 792 2.000 0.7-0.5 
Nigrinudum A" a，，*** " 404 156 169 729 3.783 0.2-・0.1
Colsess 1 Ac ac *柿 " 424 140 193 757 0.105 0.95-0.9 
* 27 : 9 : 21 : 7 : 柿 X執 z群それぞれ3:1として: 柿句:3: 4として: その他は9:3: 3: 1として
第 10表 黄ムギとの数交雑の F2における種hの連鎖群標識遺伝子と
賀穂遺伝子 yhとの独立分離
賞ムギ jti iιi干議 x x 連鎖群 計 x' p x Xx Yh yh Yh yh 
Nigrinudum Vv I 310 118 98 34 560 2.274 0.7ー 0.5
" Bb E 332 95 110 32 559 2.365 0.7-0.5 
" N 世 E 325 97 106 26 554 3.215 0.5-0.3 
Colsess 1 K k* N 220 78 196 69 563 2.876 0.5-0.3 
" Bl bl " 311 108 104 39 562 0.607 0.9-0.8 
Nigrinudum S s V 322 106 98 34 560 0.670 0.9-0.8 
Colsess J " 1/ 323 94 111 36 564 1.692 0.7-0.5 
Mensury C " " 418 159 159 56 792 4.036 0.3-0.2 
Nigrinudum Uz uz柿 可E 282 92 146 40 560 1.244 0.8-0.7 
Colsess 1 " 1/ 269 97 148 50 564 0.448 0.95--0.9 
Mensury C " " 448 162 129 53 792 4.050 0.3-0.2 
Nigrinudum A" 0，，*紳 " 429 131 169 729 0.867 0.7-0.5 
Colsess 1 Ac ac ** " 417 147 193 757 0.438 0.9-0.8 
Coast II YC Yc柿* w 156 48 78 282 1.280 0.7-0.5 
* 'l:: 9 : 21: 7 
神 X群. x群それぞれ3:1として (連鎖致死遺伝子のため)
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